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【手続補正書】
【提出日】平成24年4月10日(2012.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（ＩＶ）
　ＳＳ－（ＣＯ）－ＮＨ－Ｃ（Ｒ１）２－（ＣＨ２）ｐ－（ＣＯ）－Ｑ－Ｙ１－Ｑ－（Ｃ
Ｏ）－ＣＲ２Ｕ２－ＣＨ２－Ｕ１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＩＶ）
　のグラフト化支持体を含む物品であって、
　式中、
　ＳＳは、固体支持体を含み、
　ｐは、０又は１に等しい整数であり、
　それぞれのＲ１は、アルキル、ヘテロアルキル、アリール、又はアラルキルからそれぞ
れ独立して選択され、
　それぞれのＱは、オキシ、チオ、又は－ＮＲ３－（Ｒ３は水素、アルキル、ヘテロアル
キル、アリール、又はアラルキルである）から選択される、独立した二価基であり、
　Ｙ１は、アルキレン、ヘテロアルキレン、アリーレン、又はそれらの組み合わせを含む
、第１の連結基であり、
　それぞれのＲ２は、独立して、水素又はアルキルであり、
　Ｕ１は、式－ＣＲ２（Ｙ２Ｚ１）－ＣＨ２－の少なくとも１つの二価モノマー単位を含
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み、
　Ｕ２は水素であるか、又は式－ＣＲ２（Ｙ２Ｚ１）－ＣＨ２－の少なくとも１つの二価
モノマー単位を含み、
　Ｙ２は、アルキレン、ヘテロアルキレン、アリーレン、又はそれらの組み合わせを含む
、単結合又は二価基から選択される第２の連結基であり、
　Ｚ１は、（１）酸性基若しくはその塩、（２）アミノ基若しくはその塩、（３）ヒドロ
キシル基、（４）アズラクトン基若しくは前記アズラクトン基の前駆体、（５）グリシジ
ル基、又は（６）それらの組み合わせから選択される官能基である、
　物品。
【請求項２】
　式（Ｖ）
　ＳＳ－（ＣＯ）－ＮＨ－Ｃ（Ｒ１）２－（ＣＨ２）ｐ－（ＣＯ）－Ｑ－Ｙ１－Ｑ－（Ｃ
Ｏ）－ＣＲ２Ｕ４－ＣＨ２－Ｕ３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｖ）
　の修飾されたグラフト化支持体を含む物品であって、
　式中、
　ＳＳは、固体支持体を含み、
　ｐは、０又は１に等しい整数であり、
　それぞれのＲ１は、それぞれ独立して、アルキル、ヘテロアルキル、アリール、又はア
ラルキルから選択され、
　Ｙ１は、アルキレン、ヘテロアルキレン、アリーレン、又はそれらの組み合わせを含む
、第１の連結基であり、
　それぞれのＱは、オキシ、チオ、又は－ＮＲ３－（Ｒ３は水素、アルキル、ヘテロアル
キル、アリール、又はアラルキルである）から選択される、独立した二価基であり、
　それぞれのＲ２は、独立して、水素又はアルキルであり、
　Ｕ３は、式ＣＲ２（Ｙ２Ｌ－Ｔ）－ＣＨ２－の少なくとも１つの二価モノマー単位を含
み、
　Ｙ２は、アルキレン、ヘテロアルキレン、アリーレン、又はそれらの組み合わせを含む
、単結合又は二価基から選択される、第２の連結基であり、
　Ｕ３は、式－ＣＲ２（Ｙ２Ｌ－Ｔ）－ＣＨ２－の少なくとも１つの二価モノマー単位を
含み、
　Ｕ４は、水素であるか、又は式－ＣＲ２（Ｙ２Ｌ－Ｔ）－ＣＨ２－の少なくとも１つの
二価モノマー単位を含み、
　Ｌは、基Ｚ１を前記修飾剤の修飾基Ａと反応させることによって形成される、結合基で
あり、
　Ｚ１は、（１）酸性基若しくはその塩、（２）アミノ基若しくはその塩、（３）ヒドロ
キシル基、（４）アズラクトン基若しくは前記アズラクトン基の前駆体、（５）グリシジ
ル基、又は（６）それらの組み合わせから選択される、官能基であり、
　Ｔは、修飾剤Ａ－Ｔの残余であり、前記修飾基Ａを引いた、前記修飾剤Ａ－Ｔに等しい
、
　物品。
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